
　東日本大震災・原子力災害から12年が経過しました。
しかし、被災地の状況や避難者をメディアが取り上げる機会が減る中で、国民の関心

が低下し、原子力災害そのものが風化することが懸念されます。

　大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター（未来共生プログラム）で

は、福島第一原発事故の被災地の「今」を知り、被災者の「今」を聴き、原子力災害

後を共に生きる私たちは、いかにあるべきかを考えるためのスタディツアーを2019年
から実施し、今年は11名の学生が参加して11月2日～4日に行いました。
　原子力災害からの復興は、今の学生たちの子どもの世代へと引き継がれる課題で

す。ふくしまの復興を一人でも多くの方と共に考えていくために公開型で報告会を行

います。学生たちが現地を訪問し、見て、聴いて、肌で感じたことを報告します。み

なさまの参加をお待ちしております。

 ふくしまスタディツアー2023
報告会

日時：2023年12月1日（金）18:30-20:00
場所：大阪大学人間科学研究科　東館３階３０４

　　　＋オンライン会議システムZOOM

問い合わせ先：附属未来共創センター未来共生プログラム（担当：伊藤）

主催
大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター
大阪大学社会ソリューションイニシアティブ(SSI)

↑参加申し込み↑


